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 本研究は，『能登遊記』に描かれた絵図に着目し，能登の風景特性を地理的特性と視覚的特性から明ら

かにするものである．この結果，地理的特性としては，能登の山海の風景は能登だけに留まらず，越中や

越後に及ぶものであることが明らかとなった．視覚的特性としては，風景を表す語句として「地山」「嶋

山」「裏海」「外海」「越の海」「越の山」が明らかとなり，これらの語句により，能登の風景を整理す

ると，7種類の風景に分類できる．能登では，島山と海だけに着目しただけでも，実に多様な風景が現れ

たと言える． 
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１．はじめに 

 

奥能登の重要無形民俗文化財として残る「あえのこと
1）」と呼ばれる儀礼，万葉集の東風（あゆのかぜ）とい

う越中の方言，「あいの風」を唄う能登の舟唄，富山県

の方で能登から吹く風を「能登アイ2）」と呼ぶ慣習，富

山湾の藍色の海色から「あいがめ3）」と呼ばれる深海の

地形など，先人が注意深く山海の気色を観察してきた結

果が辛うじて地方の言葉として残っている．しかし，自

然をある程度征服しようとする現代において，これまで

培ってきた自然に対する態度は，次第に軽く見られがち

になってきていると言えるだろう．現代の社会としては，

それも止むを得ない現象と言えるが，風景学の分野にお

いては，これを見過ごすには忍び難い．そこで，能登に

古くから残る風景を留め置くために，かつての文献記録

を頼りに，風景の再認識することを本研究の目的とする． 

 

 

２．研究の対象と方法について 

 

(1) 研究の対象 

能登地方に関する紀行文は，元禄9（1696）年浅加久

敬による『三日月の日記4）』，享保2（1717）年森田盛

昌の『能州紀行5）』などがあるが，文化13（1816）年に

画家，儒者である金子鶴村（1759-1840）によって書か

れた『能登遊記6）』は，能登の名跡を記録した藩政期の

文献の中で，表現豊かな文章と詳細な絵図と漢詩で構成

している点で特殊と言える． 

 

(2) 研究の目的 

『能登遊記』は，文化13年3月21日から5月22日までの

約2ヵ月間能登の内浦7）を遊覧した紀行文である．紀行

文は本文に加え，14篇の漢詩と27枚の絵図により構成さ

れている．鶴村が特に感銘を受けた地域は，漢詩や絵図

によって賛美されている．特に，絵図は山水を中心に実

景を模写した点において能登の風景を探る上で貴重な手

がかりとなることから，本研究では，絵図に描かれた地

域に着目し，そこでの風景の特性を明らかにする． 

 

 

３．研究の方法 

 

 本研究ではまず，『能登遊記』の訪問地と旅路を把握

する．次に，絵図が描かれた場所の特定を行う．これを，

地理的分析とする．次に，本文，漢詩，絵図から風景を

表現する言葉を抽出して，最後に，絵図に描かれた風景

の特性を明らかにする．これを視覚的分析とする． 

 

(1) 地理的分析の方法 

 旅路は，まず，『能登遊記』から旅の日付と地名を抽

出する．天候などの詳細については，同著者の日記『鶴

村日記8）』からも明らかにする． 

次に地名に関しては，旧町名を『石川県の地名』によ

って確認し，「輯製二十万分一図9）」を参考に地名の位

置および旅路を把握する．これらをGIS(地理情報システ

ム)の地図上に表記し，最後に，絵図が描かれた場所の

特定を行う． 

 



 

 

(2) 視覚的分析の方法 

視覚的分析では，風景の特性を明らかにするために，

絵図中の語句と本文および漢詩の語句を抜き出し，山水

を表現する語彙の整理し，絵図の分類を行う．山水の語

彙の解釈は以下の通りである． 

a)島山に関する語彙の解釈 

『能登遊記』の絵図では，能登半島の島山が「地山」

「嶋山」という表現で，陸地と離島が細かく区別され，

記されている特長がある． 

地山とは，一般に「船乗りが，島山に対して，陸地の

山をいう語10）」であるが，『能登遊記』では，主に能

登の陸地部や連山を指す語句として用いられている．能

登および加賀，越中（富山），越後（新潟）に位置する

著名な山は，固有名詞で記されているものの，能登以外

の連山は，文中では「越の諸山」と称され，絵図には

「越中山」「越後山」と記されていることから，本論で

は，越の国（ここでは特に越中，越後）の山々を「越の

山」として捉える． 

一方，「嶋山」は，一般に島の中にある山や全体が山

をなしている島11）を表すが，絵図では能登島を指す語

として用いられている．大伴家持が，能登を巡礼した際

に詠まれた旋頭歌には「とぶさ立て 船木伐るといふ 

能登の島山 今日見れば 木立繁しも 幾代神びぞ
12）」においても「能登の島山」は能登島と限定される

ことから「嶋山」は能登島として捉える．能登島以外の

大小の島は，固有の名前によって記されているのでその

ままの表記で捉える． 

b)海に関する語彙の解釈 

能登半島周辺の海は，大きく二つに分けられ，能登半

島の東側を内浦（海岸），西側を外浦（海岸）と呼ぶ．

内浦海岸は，能登半島北部から中部の富山湾に面した能

登島東端辺りから珠洲市にかけての海岸の総称13）であ

り，『能登遊記』の旅路は内浦に限られる．内浦には，

大きく湾入する七尾湾やリアス式海岸の九十九湾などの

景勝地が多く，波が比較的穏やかである．  

内浦にある七尾湾は，能登半島の東側中央部が沈降し

て形成された14）湾であり，その中央に能登島が浮ぶ．

能登島には，北の大口瀬戸，西の三ヶ口瀬戸，南の屏風

瀬戸，東の小口瀬戸と呼ばれる狭い海峡があり，この四

ヵ所で能登半島に接近15）し，これらの瀬戸あるいは地

嘴によって，七尾湾は，北湾，西湾，南湾に分けられて

いる（図-1）．本文中では北の大口瀬戸を「甲の大口」

と呼び，「蒼海これが（甲の大口）が為に中分す，その

西を裏と為し，其の東を外と為す16）」とすることから，

本論では，大口の西を「裏海」大口の東を「外海」とい

う語によって海の領域を捉える．  

一方，古代北陸一帯の海は「越の海」と称されていた

17）．本文中に度々登場する越中国守大伴家持の詠んだ

句には「越の海の 信濃の浜を 行ゆき暮くらし 長き

春日も 忘れて思へや18）」や「かからむと かねて知

りせば 越の海の 荒磯の波も 見せましものを19）」

があり，越中の海（富山湾20））が「越の海21）」と表現

されていることから，本論では，越中，越後に接する遠

くの海を「越の海」と捉える． 

以上，能登周辺の山水を，表-1のように大別し，その

領域を図-1のように捉える． 

 

 

４．能登の風景分析と考察 

 

(1) 風景の地理的特性 

 『能登遊記』の旅路は，飯山村まで能登半島の外浦海

岸沿いを通っているが，その他は，内浦海岸沿いに経路

を取っていることが分かる（図-2）．漠々たる砂浜と大

海が続く外浦海岸沿いでは，絵図は描かれず，飯山村か

らの山間部で絵図1枚，漢詩2篇を読むことに留まってい

る．一方，所口（現七尾市）から中居までの裏海沿いの

岬や入り江においては，頻繁に絵図（8枚）が描かれ，

裏海 

嶋山 

越の山 

地山 

越の海 

外海 

大口瀬戸 

小口瀬戸 
屏風瀬戸 

三ヶ口瀬戸 

図-1 山海の風景を表す語句とその領域 

表-1 山海の風景を表す語句とその領域 

語句 領域

地山 能登半島の山稜および陸地部

嶋山 能登島

裏海 能登島の大口（瀬戸）より西側

外海
能登島の大口（瀬戸）より東側および

能登半島内浦の沿岸

越の海 富山湾（海色の濃い海）

越の山 越の国（越中、越後）にある山



 

 

 

漢詩3篇が詠まれる．特に，所口に在ったとされる妙観

院においては，「勝景の一番先づ此に在り22）」と漢詩

を詠んでいることからも，この辺りからの風景は鶴村を

魅了したと言える． 

中居から鵜川までは「武連越」と呼ばれる山道を抜け，

鵜川からは再び海岸沿いを通る．宇嶋までの内浦海岸沿

いにおいては，漢詩5篇と絵図10枚が描かれる． 

庄院から再び山路を取り，能登最北端の地域を一周し

帰路に着いている．この間，漢詩1篇，絵図3枚が描かれ

る． 

帰路については，宇出津を基点として周辺の地域に立

ち寄りながら，漢詩3篇，絵図5枚を描いている．帰路の

途中には，越坂，川尻から中居，穴水から湧浦までの舟

遊も含まれる． 

 

(2) 風景の視覚的特性 

視覚的分析では，能登の風景特性を明らかにするため

に，表-1で示した「地山」「嶋山」「裏海」「外海」

「越の海」「越の山」の6つの山水を表す語句により，

27枚の絵図を分類し（表-3)，分類した絵図の地理的分

布を明らかにした．以下では，絵図の特性について，前

項で明らかとなった地理的特性と合わせて述べる． 

a) 分類[1]「地山」 

 分類[1]は地山のみを描いた図であり，山路などが主

景となる（図-423））．『能登遊記』では，三ヵ所の山路

を通り，そのうちの飯山村の山腰と折戸村の山路が描か

れている．山路は文中で「昨日の巒は今日忽ち嶺と作り，

今日の巘は明日却つて嶂と作る24）」と述べられており，

豊かな山地の起伏によって見え隠れする山の風景は能登

の風景特性の一つと言える． 

b) 分類[2]「地山」「嶋山」「裏海」 

 分類[2]は，図-525)のように近景に「地山」「裏海」

を描き，中・遠景に「嶋山」を描いた図がほとんどであ

る．一般に，島とは，周囲を水で囲まれた陸地を言うが，

絵図には，島が四方を水で囲まれた構図はなく，「嶋

山」は，端山または背景としての山のように描かれる特

徴がある． 

地理的には「地山」「嶋山」を中心とした風景は，所

口（七尾）から中居までの能登島周辺の地域に限定され

る．鶴村が「七尾より，穴水中居に迄まで，嶋山常に景

表-2 訪問地と漢詩・絵図の有無 

日付 天候 地名
漢

詩

絵

図
日付 天候 地名

漢

詩

絵

図

雨少曇 金沢城 恋路

曇天 潟畑村 ○ 松波

笠嶋新村 布浦

七窪 ○

木津村 ○ ○

高松駅 ○

二屋村 ○

免田 ○

川尻

今濱駅 ○ ○

本宿村 ○

志甫村 4/9 曇→雨 ○

飯山村 ○ 4/10 雨

○ 4/11 天気

○ 4/12 天気 宇嶋

山中村

3/25 天気 ○

○ 4/14 天気（暖気） ○

田鶴ヶ浜 ○ 4/15 曇天（風少）

白浜村 4/16 曇天

大津 三崎 ○

塩津 川浦村

笠師 狼煙村

川崎村

中島村 ○

小牧 ○ 三崎

曽福村 本村

3/27 天気 乙ヶ崎 ○ 庄院

穴水 ○ 飯田

鵜川 ○ 4/19 （雷）晴/雨

○ ○

○ 宇嶋村

川尻村 ○ 4/24 晴/曇 上堂村

蛸嶋

3/29 天気 ○ ○ 永禅寺 ○

4/1 曇→大雨 5/1 快晴 高照寺

矢波村 上堂村 ○

波並村 ○ 宇出津

○ 5/10 快晴 見付島 ○

4/3 晴天 5/17 晴/曇 ○

時長村 ○

行延村 ○ 真脇 ○

松波 宇出津

恋路村 ○ 宇川

鵜飼村 川尻

上堂村

4/5 曇→快晴

4/6 雨→晴天 穴水

新崎

湧浦 ○

所口

5/22 天気よし

5/23 天気よし 金沢城

往
路

往
路

折戸村

寺家村

宇出津

金峰寺

所口

中居

鵜川

中居

4/4

4/2

3/21

3/22

3/23

3/24

笠嶋新村

天気

天気

天気

天気

快晴

晴/曇

4/17

4/18

4/29

4/13 天気

晴/雨

快晴

細雨

細雨

晴天

晴

雨復
路

5/2

5/18

5/19

5/20

5/21

4/20

小木村

越坂

真脇

3/26

3/28 曇天→晴天

4/7

4/8

晴天

晴天

宇出津

鵜飼村

晴天

晴天

図-2 訪問地と旅路 



 

 

致と為し26）」と記していることからも裏海に面する地

域の風景特性であると言える． 

c) 分類[3]「地山」「外海」 

分類[3]では，近景に，城據などの旧跡，塩濱などの

生業，九十九湾などの天然の地形を主景として，「外

海」が描かれている（図-627））．地理的には，宇出津よ

り北方に多く点在し，内浦海岸の地勢的特色が，人々の

営みと一緒に風景として描かれていると言える． 

d) 分類[4]「地山」「外海」「越の海」「越の山」 

分類[4]では，近景に，見付嶋や弁天嶋などの能登の

奇勝が「外海」の中に描かれ，遠景に「越の海」「越の

山」が描かれている（図-728））．ここでは，水平線越し

に描かれた立山や米山が島のようにも目に映る． 

 恋路村や能登の北東端に位置する三崎は，東に開いた

土地であることから，「越の海」に佐渡（島）が描かれ

ている．鵜川より恋路村辺りまでの海岸沿いからは「越

中，越後の山亦常に景致と為す」と鶴村が言うように，

能登北東に位置する南向きの海岸沿いからは，海越しに

横たわる悠然たる山々の風景が特色として位置付けられ

ていると言える． 

e) 分類[5]「地山」「嶋山」「裏海」「越の山」 

分類[5]は「嶋山」の背後に「越の山」を重ねて描い

ている絵図である（図-829））．「嶋山」と「越の山」の

奥行きを知覚させる地表面や水面が描かれていないため

に，立山があたかも能登に存在するように見える． 

前景には，湧浦（和倉）の湯地の様子が描かれている．

本文には，「温泉は嶋中に在り」と記され，板橋を渡し

て往来していた様子まで描かれている．湯治場からも立

山が望めたことを想起させる絵図である． 

表-3 絵図の分類 

地
山

嶋
山

裏
海

外
海

越
の
海

越
の
山

視対象 地名

1 3/23 飯山村 自飯山之山腰眺邑智湖圖 △ × × × × × 邑智湖 邑智湖 ［1］
2 3/23 所口（七尾） 所口海濱圖 ○ ○ ○ × × × 嶋山、地山 ［2］
3 3/24 所口（妙観院） △ ○ ○ × × × 嶋山、妙観院 妙観院 ［2］
4 3/26 田鶴ヶ浜 田鶴濱之海湾眺望之圖 △ ○ ○ × × × 嶋山、二子山、羽咋山 湧浦、唐嶋 ［2］
5 3/26 小牧 小牧 △ ○ ○ × × × 嶋山、二子山 小牧村 ［2］
6 3/27 乙ヶ崎 乙ヶ崎 △ ○ ○ × × × 嶋山、甲大口、甲之地嘴 乙ヶ崎村 ［2］

7 3/28 穴水 穴水 ○ ○ ○ ○ ○ ○
羽咋山、越中山、立山、越後米山、二子
山、甲之大口、地山、嶋山、城墟、

新崎、乙ヶ崎、岩車、川
尻、中居、麦浦、穴水 ［6］

8 3/27 中居(舟） △ ○ ○ × × × 嶋山、二子山 中居 ［2］
9 3/28 川尻村（武連越） 武連越 △ ○ ○ ○ ○ ○ 嶋山、越中山、二子山 ［6］
10 3/29 鵜川 ○ × × ○ ○ ○ 立山、越後米山 ［4］
11 4/2 波並村 波並 ○ × × ○ ○ ○ 立山 （民家） ［4］
12 4/2 宇出津 宇出津 ○ × × ○ × × 城墟 城跡 ［3］
13 4/4 行延村 ○ × × ○ ○ ○ 立山、米山 松波村、布浦 ［4］
14 4/4 恋路村 戀路濱 ○ □ × ○ ○ ○ 立山、米山、佐渡、塩浜、切通、見付嶋 布浦 塩浜、切通 ［4］
15 4/7 越坂（舟）九十九曲 九十九曲 ○ × × ○ × × ［3］
16 4/7 越坂（舟）九十九曲 其二 ○ × × ○ × × ［3］
17 小木 小木之海口朝瞰 ○ × × ○ × × （朝日） ［3］
18 4/8 真脇 自小木之真脇山路眺望之図 △ × × ○ ○ ○ 立山 ［4］
19 4/8 真脇（上日寺） 真脇 ○ □ × ○ ○ ○ 立山、二子山、弁天嶋 眞脇村 ［4］
20 4/13 折戸村 自小院之折戸山路 ○ × × × × × （山路） ［1］
21 4/14 折戸村 折戸 ○ × × ○ × × 農長上田氏 農長上田氏 ［3］

22 4/17 三崎 三嵜 ○ □ × ○ ○ ○
山伏山、越中山、越後山、佐渡、高倉権
現、金分権現、高勝寺

寺家村 権現 ［4］

23 4/20 宇出津（吼木山） 吼木櫻古株 × × × × × × 桜古株 ［7］
24 上堂村 × × × × × × 大杉 ［7］
25 5/10 見付嶋 ○ □ × ○ × × 山伏山、弁天嶋、塩浜、見付嶋 三崎、田子嶋 塩浜 ［3］
26 5/18 真脇（上日寺） 真脇漁航 ○ □ × ○ △※1 △※1 弁天島、上日寺境内 上日寺境内 ［4］
27 5/20 湧浦 湧浦 ○ □ ○ × × ○ 立山、温泉、河口岬、嶋山岬 温泉 ［5］
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（舟）：舟遊　△：文字表記なし　　□：「嶋山」以外の島　　※1絵図に「立山」の文字表記なし．絵図によって判断

文字表現分類項目

絵図題名地名

図-3 絵図の分布とその分類  

（※図中の番号は表-3の図番号を示す） 
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f) 分類[6]「地山」「嶋山」「裏海」「越の海」「越の山」 

 分類[6]は，鳥瞰図風の構図となっており，能登の島

山と越の島山の全貌を描いた絵図である（図-930））．近

景には海に走る能登の諸山を描き，嶋山の地嘴によって

隔てられる裏海と外海，遠景には「越の山」が描かれて

いる．本文では，「嶷々綿々たる者31）」を越中の諸山

とし，「高低重疊なる者32）」を越後の諸山と称してい

る．その中でも特に秀麗な立山を「雪山突兀33）」とし

て紹介する．絵図中でもその山姿が象徴的に描かれてい

る．立山は，家持が「立山に 降り置ける雪を 常夏に 

見れども飽かず 神からならし34）」と詠んだように，

嶋山 

裏海 

地山 

外海 

地山 

越の海 

地山 

外海 

越の山 

図-4 分類[1]の事例 （「自小院之折戸山路」に加筆 ） 

図-6 分類[3]の事例 （「宇出津」に加筆 ） 

図-5 分類[2]の事例 （「所口海濱圖」に加筆 ） 

図-7 分類[4]の事例 （「恋路濱」に加筆 ） 

越の海 

地山 

裏海 

越の山 

嶋山 

図-9 分類[6]の事例 （「穴水」に加筆 ） 

図-10 分類[7]の事例 （「吼木櫻古株」に加筆 ） 

嶋山 

裏海 

越の山 

地山 

図-8 分類[5]の事例 （「湧浦」に加筆 ） 



 

 

四季を通じての雪山は鶴村にとっても特別であったよう

である．この他に，越後の最も秀抜で頂上に雪が残る山

として米山を紹介する．そして，このような大景を心に

納めることは「一毛孔須彌を納む35）」とする仏教の説

を鑑み，山海の景勝を観望している． 

g) 分類[7]その他「地山」「嶋山」以外 

 分類[7]は，「地山」「嶋山」以外の景物を描いてい

る絵図であり，桜古株と大杉の2枚が描かれている．絵

図（図-10）「吼木櫻古株36）」は吼木山を号し，空海創

建とされる法住寺あるいはその近辺にあった大桜である

ことが推測される．ところで，能登の港町や漁村一円で

歌われる祝い唄である「まだら37）」，珠洲の酒屋唄，

曳山唄，舟方唄，には，「奥能登の珠洲の岬の五所桜 

枝は越後か葉は佐渡へ38）」というような文句がしばし

ば唄われる．地方の民謡の中に，桜の枝ぶりを能登の風

景に見立てる精神的表現の豊かさも能登の風景をかたち

作る重要な要素として位置付けるべきであろう． 

 

 

５．まとめ 

 

 本研究では， 『能登遊記』に描かれた絵図に焦点を

絞り，能登の風景特性を地理的特性と視覚的特性から明

らかにした．この結果，絵図や本文中から山水の風景を

言い表す語句として，「地山」「嶋山」「裏海」「外

海」「越の海」「越の山」を抽出した．これらの語句に

より，描かれた能登の風景を整理すると，以下の特性が

明らかとなった． 

・能登では地山の風景は分類［2]，[3]，[4]，[5]，[6]

においても描かれているが，分類[1]のように地山だけ

であっても，十分魅力的であると言える．加えて，動的

視点においての魅力もある． 

・裏海周辺では，能登の島山の風景が秀でていることが

分類[2]，[6]から分かる．これは，能登島が，地嘴や瀬

戸による複雑な水際線によって形成されているという地

勢によるもので，能登特有の風景のひとつである． 

・内浦海岸には，裏海とは性格の異なる外海の風景が広

がる．天然の入り江や波風の浸食による奇岩が奇勝と言

える（分類[3]）． 

・越の山や海の風景は能登や富山湾の一部でしか見るこ

とのできない貴重な風景である．霊山として名高い山々

を海越しに遠望できる風景は能登の特有の風景と言える

（分類[4]，[5]，[6]）． 

・山水以外を対象とする風景（分類[7]）は，本論で紹

介した他にも数多い．能登独自の文化による価値観の反

映であり，今後は，能登に残る古い言葉や民謡にも着目

し，見落とした能登の風景を探す必要性がある． 
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